
糸瓜島奇聞録（へちまとうきぶんろく）

この物語の主人公「恋恋（れんれん）」は糸瓜島（へちまとう）で仙女見習いを
している。

もとは天界に住む「飛天」と呼ばれる存在で社会勉強を兼ねて仙女になるため
天界から糸瓜島に降りてきた天降女子（あもろうなぐ）。

恋恋のお師匠さんは「天翔星君 」と言う仙人で、仙人の頂点にいるひとり。
仙人なんて呼ばれているから、白いヒゲなんか生やした、かなりの老人だと
思われがちだが、なんのなんの「天翔星君」の歳は恋恋と五つしか違わない。
恋恋が17歳だから天翔星君は22歳と言うことになる。
女性なら誰もが振り向く容姿端麗な色男。

若いから未熟かと思われがちだがその実力は西遊記の孫悟空並み。
実際、天界で孫悟空が仙桃を盗んだ時彼とも一戦交えている。

恋恋はその「天翔星君」の屋敷で小間使いをしながら仙女の修行をしていた。


